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変 化 の 激しい 時 代 。

この 星 の いたるところで、身 近 な 暮らしの 中 で 、

私 たちは さまざまな 課 題 に 直 面している。

その 課 題 を 解 決 するた め に は

課 題 の 本 質 を 正しく知 ることが 重 要 だ 。

知 ることは 、世 界 や 未 来 を 変 えるスタートライン。

日 立 ハイテクは「 知 る 力 」で 、

社 会 や お 客 さま が 直 面 する 課 題 の 本 質 を、

広く、深く、正しく把 握 する 。

そして 真 に 必 要 な 解 決 策 を 提 供し続 ける 。

 

持 続 可 能 な 地 球 環 境 、

健 康 で 安 全 安 心 な 暮らし、

科 学 と産 業 の 持 続 的 発 展 の 実 現 をめざして。

知る力で、
世界を、未来を変えていく
日立ハイテク
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代 表 取 締 役  取 締 役 社 長

高木  由充

　 日 立 ハ イテ クグル ー プ は 、半 導 体 、ヘ ル ス ケ ア、環 境 、材 料 、産 業・

社 会 インフラ な ど 幅 広 い 事 業 領 域 に お い て、社 会 や お 客 さま の 課 題

解 決 に つ な がる製 品 やソリュー ションをグロ ーバル に 提 供しています。

2 0 2 5 年 4 月 か ら は 新 た な 企 業 ビ ジョン「 知 る 力 で、世 界 を、未 来 を

変 えていく」を 掲 げ、変 化 の 激しい 複 雑 な 社 会 にお いても、柔 軟 に 対 応

で きる 強 固 な 経 営 基 盤 を 構 築 し な が ら、私 た ち の 強 み をより生 か し

て 、さら な る 成 長 の 実 現 を め ざして い ます 。

　 社 会 や お 客 さ ま の 課 題 が 複 雑 化 し、課 題 を 正 しく知 るこ との 重 要

性 が 高 まっている中、私 たちに は さまざまな「 知る力 」が あります 。物 質

の 構 造 や 物 事 の 現 象 を知 る上 で 必 要 不 可 欠 な「 見 る・測 る・分 析する」

技 術 力。さまざ ま な デ ー タを 生 み 出 す 世 界トップ クラス のプ ロ ダクト。

グロ ーバル ネットワークや お 客 さま との 深 い 協 創 関 係 。こ れら を 掛 け

合 わ せ て、社 会 や お 客 さ ま の 真 の 課 題 を 正 しく知 るこ と か ら 大 き な

価 値 を 生 み 出 し、科 学 と産 業 の 発 展 や、人 々 が 安 全 安 心 に 暮 ら せ る

持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 貢 献 し て い き ま す。多 様 な 従 業 員 、一 人

ひ とりが「 知 る 力 」を 発 揮し、世 界 を、未 来 を 変 えて いきます 。

TOP
MESSAGE

トップメッセージ

知る力で、世 界を、未 来を変えていく

私たちは、社 会やお客さまの真の課 題を正しく知り、

解 決 策を提 供し続 けることで、持 続 可 能 な社 会の実 現に貢 献します

VISION

MISSION
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OUR VISION
2001 年、先 端 産 業 分 野 における専 門 商 社である日 製 産 業と

日 立 製 作 所 の計 測 器 グループ・半 導 体 製 造 装 置 グループが 統 合し、日 立ハイテクは 誕 生しました 。 

長 年 培ってきた 技 術 力やグローバルネットワークなどを生 かして「 知る力 」を発 揮し、

社 会やお客さまの真 の課 題 を広く深く知ることから始 め、 

最 先 端 の 技 術や製 品・サービスを通して解 決 策 を提 供しています。

私たちが めざすこと

社 会やお 客さまの 真 の 課 題 を正しく知り、
解 決 策 を提 供し続 けることで、

持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 貢 献

日立ハイテクグループの強み

研 究 開 発 力

日 立 グル ープ 間で連 携し
先 進 的 な 技 術 を開 発  

モノづくり力

高 い技 術と匠 の 技 能で
高 品 質 な 製 品 を製 造  

事 業 創 生 力

One H i tach iで
ビジネスをデザイン 

サプライチェーン
レジリエンス

パートナーとの 強 固 な
関 係 による安 定した

サプライチェーンの 構 築

etc ...

物 質 の 構 造や
物 事 の 現 象 を知る力  

世 界
トップクラスの

プロ ダクト

「 見る・測る・
分 析する」

技 術 力
製 品 が 生 み 出すデータを

活 用して知る力  

グローバル
ネットワーク

社 会やお 客さまの
動 向 を知る力  

お 客さまや
パートナーとの

協 創
お 客さまと深く関 わり

真 の 課 題 を知る力  

etc ...

日立ハイテクグループの「知る力」
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ナノテクノロ ジ ーソリュー ション ヘルスケアソリュー ション

コ アテクノロ ジ ーソリュー ション

産 業・社 会 インフラソリュー ション

日 立 ハ イテクグル ープ は 、半 導 体 、ヘ ルスケア 、環 境 、材 料 、産 業・社 会 インフラな ど、 

人 々の 生 活 を支 える幅 広 い 領 域 に お いて 、グロ ー バル に 事 業 を展 開しています 。 

社 会 やお 客 さまの 課 題 を解 決する製 品 やソリュー ションの 提 供 を通して、 

持 続 可 能 な 地 球 環 境 、健 康 で 安 全 安 心 な 暮らし、科 学 と産 業 の 持 続 的 発 展 に 貢 献しています 。 

BUSINESS
INTRODUCTION

事 業 紹 介

NANO-TECHNOLOGY
SOLUTIONS

HEALTHCARE
SOLUTIONS

CORE TECHNOLOGY
SOLUTIONS

INDUSTRIAL & SOCIAL
INFRASTRUCTURE

SOLUTIONS
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Main Products
主 な 製 品

Power of Knowledge
知 る 力

コンダクターエッチング装置・DCRエッチング装置
 「9000シリーズ」

高精度電子線計測システム
「GT2000」 （測長SEM）

ウェーハ表面検査装置
「LS9600」

小口径ウェーハ向け電子線計測システム
「CS5000」（測長SEM）

世界トップシェアの測長SEM※、高精度な微細加工を実現したプラズマエッチング装置、

欠 陥 検 査 装 置 など、半導体製造における加工・検査・計測工程をカバーする製 品ライ

ンアップを提供しています。半導体製造プロセスで求 められる多様 なニーズに応える

た め、お客さまやパートナーとの協 創や連 携 を通してプロダクトにデジタルを加えた

ソリューションの創出に取り組み、私たちの生活に不可欠な半導体の技術革新に貢献

していきます。

微 細 化・積 層 化 が 進 む 半 導 体 の 製 造 にお いて、技 術 課 題 は 高 度 化しています 。

日 立ハイテクグループでは、北 米・韓 国・台 湾 に最 先 端 の開 発 機 能 を有する協 創

拠 点 を構 え、お 客 さまと連 携して 、高 度 化 する 課 題 を解 決 する 技 術 やソリュー

ションの 創 出 に 取 り組 んで います。お 客 さまの 課 題 を 知 ることから 始 め、開 発

期 間 の 短 縮 、コスト低 減 、生 産 性 向 上 な どの 価 値 を提 供し、お 客 さまととも に

半 導 体 の発 展 に貢 献します。

NANO-TECHNOLOGY
SOLUTIONS

ナノテクノロ ジーソリュー ション
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生化学・免疫分析装置
「cobas® pro integrated solutions」

※COBASはRocheの商標です。

キャピラリー電気泳動
シーケンサー

「DS3000」

粒子線治療システム X線治療装置
「OXRAY」

診断から治療までの幅広い製品ラインアップに加え、データを活用したデジタルヘルス

ケア な どを提 供しています。代 表 的 な ものとして、高 品 質・高 効 率 な 診 断 を可 能 に

する生 化 学・免 疫 分 析 装 置 、患 者 の 治 療 負 担 を軽 減する粒 子 線・X 線 などの 放 射 線

治療システムが挙げられます。医療全体の最適化を支えるヘルスケア・イノベーション

の創生に挑戦し続け、一人ひとりに寄り添った医療の提供をサポートし「医療従事者と

ともに患者さんに笑顔を」「がんを恐れることのない社会の実現」をめざします。

血 液 や 遺 伝 子 の 検 査 による 健 康 状 態・疾 病 な どの「 診 断 」と、放 射 線 を用 いた

「 治 療 」の両 分 野 を持つことは、当 社 ならでは の事 業 形 態です。「診 断」と「治 療」

を組 み 合 わ せることで、ヘルスケア分 野 にお ける課 題 を正しく知り、医 療 従 事 者

や 患 者 の 負 担 を軽 減 できる装 置 やサービスの 開 発 に 取り組 んでいます。さらに

「デ ジタル 」を活 用することで 医 療 D X に も寄 与し、「 診 断 × 治 療 × デ ジタル 」に

よって世 界 の人 々のQoL ( Qual i ty  o f  L i fe ) 向 上 に貢 献します。

©2025 F. Hoffmann-La Roche Ltd.

Power of Knowledge
知 る 力

Main Products
主 な 製 品

HEALTHCARE
SOLUTIONS

ヘルスケアソリュー ション
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電界放出形透過電子顕微鏡 
「HF5000」

超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡
 「SU8600」

紫外可視近赤外分光光度計
「UH4150」

X線異物解析装置
「EA8000A」

電 池・半 導 体・バイオ医 薬 品 な どの 分 野 において研 究 開 発・製 造・品 質 管 理 な どで

活 用される、電 子 顕 微 鏡 や 分 析 装 置 を提 供しています。幅 広 い分野で汎用的に活用

できる装置に加え、特定の成分分析に特化した専用装置をラインアップに揃えています。

解析・分析のコアな技術力をベースに、社会やお客さまが抱える課題を知り、あらゆる

課題解決に貢献していきます。

当 社 の 技 術 力 の 礎である、電 子 線・X 線・分 光 技 術 を用 いた、高 品 質で信 頼 性 の

あ る 解 析・分 析 装 置 を 提 供して います 。お 客 さまの 課 題 を 知 ることから 始 め 、

デジタル 技 術 を組 み 合 わせた 競 争 力 の 高 い装 置・ソリューションの 開 発・提 供 に

より、お 客 さまの 真 の 解 析・分 析 ニーズに 対 応します。これらの 技 術 を磨 き続 け

るだ けでなく、最 新 の 技 術 動 向 の 探 索・獲 得 に も注 力し、日 立ハイテクグループ

全 体 の技 術 力 向 上と持 続 的 成 長 を支えていきます。

Power of Knowledge
知 る 力

Main Products
主 な 製 品

CORE TECHNOLOGY
SOLUTIONS

コアテクノロ ジーソリュー ション

13 14



INDUSTRIAL & SOCIAL
INFRASTRUCTURE
SOLUTIONS

産 業・社 会インフラソリュー ション

Main Fields
主 な 事 業 分 野

通 信インフラ、電 池ライフサイクル などの 注 力 事 業 分 野 において、社 会やお 客さま・

パートナーなどのバリューチェーンやサプライチェーン全体における課題を起点とし、

解決に向けたソリューションを提供しています。グローバルフロント力、ドメインナレッ

ジ、タッチポイント、技術力などあらゆる強みを生かして、課題解決につながるソリュー

ション・ビジネスモデルを創 出し、産 業・社 会インフラ分 野のフロントラインワーカー

および市 場 成 長に貢献していきます。

通信インフラ、電池ライフサイクル、検査・測定装置、デジタル、

半導体関連、モビリティ、環境・エネルギー

商 事 事 業 で培ってきたグロ ーバルフロント力 、ドメインナレッジ、タッチポイント

を ベ ー スとし、自 社 の 設 計・開 発・製 造 機 能 や 日 立 グル ープ 内 の 幅 広 い 事 業

ア セットを活 用しな がら、課 題 解 決 に 必 要 なソリュー ションを創 出しています 。

課 題 の 探 索 から、解 決 につながるソリュー ション提 供 および事 業 の 拡 大・成 長 に

至るまでのさまざまなプロセスにおいて、お客さまに安心でより良い価値をスピー

ディーに提供します。

Power of Knowledge
知 る 力
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持続可能な
地球環境への
貢献

先端テクノロジーとバリューチェーンを通じた環境負荷の低減

サーキュラートランスフォーメーションに向けた電池の開発・製造・再生

バリューチェーンにおける資源の有効利用の推進

地域や森林、生物多様性などの保全活動の推進

注 力 取り組 み 関 連 SDGs

1

サステナビリティ宣言 2030

私たち日 立ハイテクグループは 、多 様 な 人 財 が 活 躍できる

健 全 な 経 営 基 盤 をもとに、一 人 ひとりの「 知る力 」を発 揮して

社 会やお客さまの真 の課 題 を正しく知り、解 決 に取り組んでいくことで、

「 持 続 可 能 な 地 球 環 境 」「 健 康で安 全 、安 心 な暮らし」

「 科 学と産 業 の 持 続 的 発 展 」の 実 現 に貢 献します。

事 業 特 性や経 営 基 盤 などから、

私たちが 解 決 に取り組 むべき社 会 課 題 を特 定し、

事 業 活 動 を通して社 会 課 題 の解 決および持 続 可 能 な社 会 の実 現 に貢 献する、

5つの注 力 領 域と注 力 取り組 みを設 定しています。

また、私たちが めざす姿 を明 確 にした「サステナビリティ宣 言 2030」を策 定し、

社 会 課 題 起 点で企 業 経 営 を進 めるとともに、従 業 員 一 人 ひとりが

自 身 の業 務と課 題 解 決 を結 び付 けて考え、価 値 の創 出・提 供 に取り組んでいます。

SUSTAINABILITY
サステナビリティの考え方

サステナビリティ
注 力 領 域

科学と産業の
持続的発展への
貢献

健全な
経営基盤の確立

サプライチェーン全体のレジリエンス強化

産業の現場における生産性の向上

半導体の技術革新と安定供給　

科学の力で未来を切り開く力の養成　

リスクマネジメントの高度化

事業の加速に向けた新技術とデジタルツールの活用

イノベーションを生む技術革新と発想

バリューチェーンにおける人権の尊重　

人財投資を通じた一人ひとりの価値向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　

多様な人財の活躍の場の創出

安全安心な職場環境の確立

一人ひとりに最適な医療の実現

デジタル社会に対応したインフラの発展

解析・分析の技術による暮らしの安全性確保

健康で
安全、安心な
暮らしへの貢献

2

多様な
人財の育成と
活用

3

4

5
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再 生 可 能エネルギーの活 用、環 境 設 備 への投 資、製 造プロセスの改 善、環 境 配 慮

設 計 の 推 進 な どに 取り組 んでいます。これ により温 室 効 果 ガス削 減 を実 現し、

2027年度までに国内外の全拠点で、2050年度までにバリューチェーン全体で、

排 出 量 実 質 ゼロ をめざしています。また、国 内 外 の 製 造 拠 点 にお ける水 の 利 用

効 率向 上 や、各 拠 点 に お ける生 物 多 様 性 保 全 活 動

に も 取 り 組 ん で い ま す。主 な 例 とし て、「 日 立 ハ

イテクやさとの 森 」での 育 林 、「 日 立ハイテクサイエ

ンスの森」での里山再生などを継続的に行っています。

環 境

CDP「水セキュリティ」
「気候変動」Aリスト

EcoVadis
「Gold」評価

日立ハイテクグループの持続的な成長の実現に向けて、「多様な視点の活用」

を経 営の重要施策として位 置づけています。

事業と人財の多様性は、イノベーションを推進し、私たちがグローバル企業と

して成長するための源泉です。従業員一人ひとりが自らの価値を認められ、尊重

され 、能 力 を最 大 限 発 揮できるインクルーシブな 職 場 づくり

や、協 力し支 えあう組 織 文 化 の 醸 成 に 取 り組 ん で い ます。

多 様 な 視 点 の 活 用

INITIATIVES
さまざまな取り組 み

変 化する社 会 環 境やライフスタイルの多 様 化に対 応し、従 業 員 一 人ひとりがやり

が い を持って 仕 事 をしな がら、育 児 や 介 護 な どとの 両 立 が できるよう、働 き方

改革や各種制度を拡充しています。具体的には、「男性育休 100％」をスローガン

に掲げた全 力 育 児 応 援プロ ジェクト、介 護との両 立 支 援 制 度、働く場 所・時 間 を

問 わ ないフレキシブルな勤 務・休 暇 制 度 、自 律 的に働き方を選 択できるハイブリ

ッドワークなど、さまざまな取り組みを行っています。

ワークライフバランス

自 社 の 卓 上 型 電 子 顕 微 鏡 を活 用した 理 科 教 室 支 援 活 動 に 取り組 んでいます。

国 内・海 外の小・中 学 校 におけるオンラインやリアルでの 出 前 授 業 の 実 施 、実 験

動 画・Web 教 材といったオンライン学 習コンテンツの公 開、高 校・大 学・科 学 館・

企画展への装置貸し出しを行っています。多くの子どもたちに、身近なものをミクロ

のスケールで見られる体験の提供や科学技術への興味関心を促すとともに、将来の

製造・研究開発を担う次世代人財の育成に貢献しています。

理 科 教 育 支 援 活 動

若 手 技 能 者 の 育 成 と技 能 の 伝 承 を 目 的 とし、技 能 五 輪 全 国 大 会 およ び 国 際

大 会 、全 国 アビリンピック( 障 害 者 技 能 競 技 大 会 ) に 長 年 に わ たり挑 戦し続 け

ています。日立ハイテクグループの強いプロダクトを支えているのは、絶え間ない

先 端 技 術 の 研 究・開 発 とそ れ を 製 品 として 形 にする 最 高 水 準 の 技 能 で あり、

モノづくりの 原 点 とも言 える本 大 会 にお いて、これ までに 数 多くのメダリストを

輩 出しています。

モノづくり人 財 の 育 成

技能五輪
（国際大会8個、国内大会93個）

理科教育参加者数
（国内・海外）

メ
ダ
ル
獲
得
数

「企業市民として地域に必要とされる存在であり続けたい」という考えのもと、事業

活 動 を通して地 域 社 会 に貢 献しています。また、多 様 なリソースを生 かして地 域

社会の課題解決や発展に尽力することで、良好な関係構築に努めています。さらに、

日立ハイテクグループのファン層の拡大をめざし、地域コミュニティをはじめとする、

さまざまなステークホルダーとの継続的なコミュニケーションに取り組んでいます。

地 域 貢 献 活 動

日立ハイテク
クーガーズ

1961年 の誕 生 以 来 、バスケットボールを当 社 のシンボルスポーツと

し、従 業 員 ととも に 歩 んできました 。また、保 育 園 や 小・中 学 生 を

対 象 としたバスケットボール 教 室 を通して、子 どもたちの 健 康 増 進

や地域のスポーツ振興にも貢献しています。

えるぼし
3段階目

万人以上 年間5

笠戸地区屋上の太陽光発電パネル

多様な視点を学ぶ社内イベント

自律的に働き方を選択できるオフィスレイアウト 近隣保育園でのバスケットボール教室

19 20

男性育休取得率 %以上80

101 個
（累計） 

全国アビリンピック 6個
（累計） 
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商号

代表者

設立年月日

本社所在地

資本金

売上収益

従業員数

会社概要 売上収益・EBITの推移（単位：億円）

（年度）

株式会社日立ハイテク

代表取締役 取締役社長　高木 由充

1947年4月12日

東京都港区虎ノ門一丁目17番1号  虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー

79億円

7,565億円 (2024年度)

連結15,016名、単独6,689名 (2025年3月末現在)

売上収益
EBIT （Earnings Before Interests and Taxes ）
受取利息及び支払利息調整後税引前当期利益

●  日立ハイテクグループ本社所在地
●  （株）日立ハイテク生産拠点・支店

事業展開している国および地域 計25ヵ国 /  地域

欧州

9ヵ国/地域
 （7社）

米州

4ヵ国/地域
 （6社）

アジア

9ヵ国/地域
 （18社）

日本
 （12社）

その他

2ヵ国/地域
 （1社）

6,063
5,768

6,742 6,704

7,565

837

685

829

578551

2020 2021 2022 2023 2024
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EUROPE
Hitachi High-Tech Europe GmbH 

Hitachi High-Tech Ireland, Limited 

Hitachi High-Tech Analytical Science Ltd. 

Hitachi High-Tech Analytical Science GmbH 

Hitachi High-Tech Analytical Science Finland Oy 

VLC Photonics, S.L. 

OTHERS
Hitachi High-Tech Israel, Ltd. 

ASIA
Hitachi High-Tech (Singapore) Pte. Ltd. 

Hitachi High-Tech IPC (Malaysia) Sdn. Bhd. 

Hitachi High-Tech (Thailand) Ltd. 

Smart Factory & Services Holdings (Thailand) Co., Ltd. 

Hitachi High-Tech Service (Thailand) Co., Ltd. 

PT. Hitachi High Tech Indonesia 

Hitachi High-Tech India Private Limited

日立高新技術（上海）国際貿易有限公司 

日立診断産品（上海）有限公司 

日立高科技香港有限公司 

日立高新技術（深圳）貿易有限公司 

Hitachi High-Tech Korea Co., Ltd. 

日立先端科技股份有限公司

日立分析儀器（上海）有限公司

日立儀器（蘇州）有限公司 

日立儀器（大連）有限公司 

日立科学儀器有限公司 

日立科学儀器（北京）有限公司

JAPAN
(株) 日立ハイテク

(株) 日立ハイテクソリューションズ

(株) 日立ハイテクネクサス

(株) 日立ハイテクサポート

(株) 日立ハイテクフィールディング

(株) 日立ハイテクマニファクチャ＆サービス

(株) 日立ハイテクアナリシス

(株) 日立ハイテク九州

ギーゼッケ・アンド・デブリエント (株)

Chorus Call Asia (株)

(株) NeU

イー・アソシエイツ (株)

AMERICAS
Hitachi High-Tech America, Inc. 

Applied Physics Technologies, Inc. 

Nabsys 2.0 LLC 

Hitachi High-Tech Canada, Inc. 

Hitachi High-Tech Mexico, S.A. de C.V. 

Hitachi High-Tech do Brasil Ltda. 

海外
グループ会社

国内
グループ会社

日立ハイテク
国内拠点


